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平成２８年度より，成績の確認に使用する「単位修得状況確認表」に表示される評価結果（Ａ＋，Ａ，

Ｂ，Ｃ，Ｆ）について，今までの評価結果に加え，「保留」を使用することになりました。 

 

「保留」が使用される場合 

 2 つ以上の学期で続けて実施する連続性・継続性が高い科目（例えば「〇〇論１」，「〇〇論２」な

ど）の成績評価において，前半の科目の成績評価が「Ｆ」（不合格）の場合で，後半の科目の成績によ

っては前半の科目の成績評価を「Ｃ（60 点）」に引き上げる可能性がある場合に，成績欄に「保留」と

して表示します。（※１） 

 「Ｆ」（不合格）となった者全員を，「保留」とするものではありません。 

 

「保留」となった場合の成績評価 

 後半の科目の成績評価の際に，前半の科目の成績を「Ｃ（60 点）」又は「Ｆ」として評価・公開しま

す。（※２） 

（例） 

 

 

 

 

 

 

 

１学期       ２学期       ３学期       ４学期 

〇〇論１ 〇〇論２   

 

成績評価（※１）  成績評価（※２） 

 

成績証明書への記載 

 成績が決定するまでは，履修中の科目として記載します。         

 

対象となる科目 

 教養教育では，「保留」を使用する科目を，シラバスの成績評価欄に記載します。 

 各学部の専門教育科目については，別にお知らせします。 

  

「〇〇論１」の評価は F だが，「〇〇論２」

の成績によっては「〇〇論１」の評価を C

（60 点）に引き上げる可能性を残すこと

に教育上効果がある場合，この時点の成績

評価を一旦「保留」とすることがある。 

この時点で，「〇〇論２」の評価に

加え，前学期「保留」とした「〇〇

論１」の成績を C（60 点）または

F で評価する。 

お知らせ 

成績欄に表示される評価結果の追加について


